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話題
ポジトロン CTと脳疾患
石 ）！｜ 正 ’恒
人間の脳内でおこっている生理的あるいは生化学的変動を知る試みは古くからなされてきている
が， 131Iや 99mTcあるいは 133X巴といった同位元素を用いる方法にかわって，ポジトロン放出核種
を用いる方法が近年話題となっている． ポジトロンとは陽電子のととで，原子核の崩壊に伴なって












臨床使用が可能となった． 現在， 京大で行なわれているのは主に 15Q標識 C02および 02ガスを
吸入させる方法である． 乙の両者を行なうことによって，局所脳血流と脳酸素代謝の変化を通常の
X線CTと対比する ζとができる. 15Qの半減期は123秒とと短かく，ガスとして吸入させた場合約






えられているので，本法はより生理的な局所脳血流測定法と考えられる． 一方， !SQ標識 02ガス
を吸入させた場合には肺でヘモグロビンと結合して血中に入り，脳内で取り込まれて，代謝され，
最終的にはH20となる． そして，他の組織で同様に代謝されてできた H20と共に再循壊して，再
び脳内lζ入ることになる． ζの IS（）どによる画像と C1-'02による画像の比をとることによって， 局
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共に酸素代謝にも変化がみられ，とくに酸素摂取率の低下は luxuryperfusion，上昇は miseryper・ 
fusionと言われる瀧流異常に相当するもので，局所の組織回復性の指標になりうると考えられる．
ポジトロン CTはコンビューターと物理学の臨床医学への応用であり，夢物語として語られてき
た生体脳の生理的，生化学的変動についての知見を今や眼前の一枚の画として見る ζとが可能とな
った．幾多の技術的，経済的，そして医療上の問題点はまだ残されているが，乙の新しい Technology
が神経疾患の診断と治療に大きな進歩を与えてくれるものと期待される．
